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参考資料（１）検討スケジュールについて 

 

（１）全体的な進め方 

手続き関係 

・本格運行（案）の決定 

・本格運行（素案）作成の方向性決定 

第 18回 協議会 

 

12月中旬 

分科会 
2月中旬 

～2月下旬 

運行状況の把握 

・実証運行情報の収集 

・実証運行時に目標の達

成度を測るために調査

を実施 

評価 

・実証運行の状況と調査

結果から目標の達成度

を評価するとともに、

あらかじめ設定した見

直し基準を参考に、運

行サービスのあり方や

費用負担のあり方につ

いて、市民意見や専門

的な意見を反映し、評

価を実施し、方向性を

決定 

本格運行案の作成 

・運行実績・調査結果か

ら評価された結果によ

り、決定された運行サ

ービスのあり方や費用

負担のあり方の方向性

に基づき、本格運行計

画を検討・作成 

 

分科会 

市民部会 

（３回程度） 

パブリックコメント 

専門部会 

分科会 

第 17回 協議会 

 

バス停の設置・ 
廃止手続き（２月） 

ダイヤ等の 
変更手続（３月） 

広報による周知 
（４月） 

本格運行 

9月下旬 

～10月下旬 

10月中旬 

5月から 

説明会 

11月下旬 

～12月上旬 

1月 

1月 

9月 13日 ・分科会での検討の決定 

11月中旬 

・本格運行（たたき台）の検討・作成 

運行サービスのあり方 

費用負担のあり方 

・実証運行の評価 

・実証運行の評価 

・本格運行（たたき台）の確認 

・分科会での検討の決定 

・本格運行（素案）の検討・作成 

運行サービスのあり方 

費用負担のあり方 

・本格運行（素案）の決定 

・説明会・パブリックコメントにおけ

る意見を反映した本格運行（案）の

検討 

第 19回 協議会 

 

2月下旬 

 

収支状況 

 

利用状況 

実証運行の状況 

市民 

アンケート調査 

８月下旬 

バス利用者 

アンケート調査 

8 月 24 日、8 月 26 日  

バス 

乗降(OD)調査 

6 月 8 日、6 月１０日  

各種調査 

本格運行の実現に向けた準備 

・本格運行案に基づき、

平成25年度の本格運行

に向けた事務手続き、

周知活動の実施 

 

第 16回 協議会 

・本格運行（案）決定までのスケジュールの確認 
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（２）本格運行に向けた検討過程 

 

＜各種会議の開催目的＞ 

国からの補助が廃止される平成 25年度以降においても、市民の生活を支える交通

手段として、オレンジゆずるバスを持続的に維持していくため、運行経費と運行収入

の関係を考慮しながら、本格運行に向けた最適な運行のあり方（運行サービス・費用

負担）を検討する。 

 

 

 

 

第 11 回 

市民部会 

（9/27（木）） 

検討項目（１）新たな収入確保の検討について 

 利用促進の取り組みとともに、本格運行に向けた新たな収入の

確保に関して意見交換する。 

検討項目（２）運行ルートの検討について 

 運行実績、各種調査、市民意見・要望などとともに効率的・効

果的な運行ルートに関して意見交換する。 

 

 

第 17回 協 議 会 

検討項目（１）新たな収入確保の検討について 

 前回の意見交換内容を踏まえた取り組み（案）を検討する。 

検討項目（２）運行ルートの検討について 

 前回の意見交換内容を踏まえた運行ルート（案）を検討する。 

検討項目（１）新たな収入確保の検討について 

 市民部会の意見交換内容を踏まえ、専門的な観点から“新たな収入の確保”を検討する。  

検討項目（２）運行ルートの検討について 

 市民部会の意見交換内容を踏まえ、専門的な観点から“運行ルート”を検討する。  

検討項目（３）費用負担と運行サービスの検討について 

 市民部会の意見交換内容を踏まえ、専門的な観点から“費用負担”と“運行サービス”を検討する。  

 

検討項目 運行のあり方の検討について 

 専門的な観点からの検討結果に基づき、運行のあり

方（案）を作成する。 

第 12 回 

市民部会 

（10/3（水））  

第 7 回 

専門部会 

（10/18（木））  

第 13 回 

市民部会 

（ 10 月 24 日） 


